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平成２８年度 ～魅力ある高校づくり推進事業～ 東濃高校活性化協議会 第２回議事要旨 

                                                                                                                       

日 時 平成２８年 ９月１２日（月） １３：３０～１５：１０ 

場 所 東濃高校 会議室 

出席者 

（敬称略、 

委員名は 

50音順） 

（委員） 

青井 俊久  御嵩町立向陽中学校教頭（校長代理） 

伊藤 英生  岐阜県議会議員 

衛  紀生  可児市アーラ館長 

各務 眞弓  ＮＰＯ法人可児市国際交流協会事務局長  

鍵谷 欣弘  学校評議員（東海化成工業総務人事課） 

篭橋 義朗  可児市教育長 

嶋﨑 友美  東濃高校ＰＴＡ会長 

田中 秀典  御嵩町教育担当参事（教育長代理） 

平井 繁幸  学校評議員（御嵩町商工会代表） 

渡邊 公夫  御嵩町長、東濃高校同窓会長 

渡邉  剛  学校評議員（御嵩町ボランティア 輝き隊）  

 

（高校側） 

平井  学  東濃高校 校長 

片山 澄美  東濃高校 教頭 

今井 昭弘  東濃高校 教頭 

林  博志  東濃高校 事務長 

井藤 勝夫  東濃高校 教務主任 

吉田 益穂  東濃高校 進路指導主事 

 

議事概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 演劇表現ワークショップについて 

・ １年生対象にクラス毎で行われている演劇表現ワークショップを参観した。短い時間 

の中で生徒の表情が豊かになり、コミュニケーションが上手にとれるようになった。 

・ コミュニケーションをとることや自分を表現することに大きな苦手意識をもっている 

生徒が多数いる。人の目を見て話せなかった生徒が、コミュニケーションをしっかりと 

りながら生き生きと活躍している姿を見て、大変嬉しく思った。 

・ 演劇表現ワークショップの中で相手を信頼して動いたり、立場を変えて行動したりす 

ることが、実際の生活の中でどのように生かされるのかをきちんと生徒に説明すること 

が、生徒のモチベーションを高めるのに効果的ではないか。 

・ 生徒は褒められて伸びる。演劇表現ワークショップで自信をつけ、自分を確立し、他 

者と共存できる力を身に付けてほしい。 

 

２ 第１回協議会以後の取組について 

＜広報＞ 

・ ７月から「月刊 東濃高」を発行し､地元の回覧板を通じて生徒の活躍や学校の取組 

を紹介しており、地域の方に好評である。 

・ 御嵩町役場前で地元の方たちを集め、インターハイ出場選手のウエイトリフティング 

の実演披露を行い、新聞紙上で紹介された。御嵩町役場との連携は重要である。 

別紙様式３ 
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 ・ ロボコン部が地区予選を１位、２位で通過し、全国大会に出場する際、御嵩町役場を 

表敬訪問した。また、ＮＨＫテレビでも取り上げられ、大変立派だと感じた。 

 

＜総合学科の検討＞ 

・ ＜審議まとめ＞には東濃高校の活性化の方向性として総合学科への改編が例示されて

いるが、今後、総合学科のメリットとデメリットを比較しながら、慎重に検討していく

必要がある。 

 

３ 外国人生徒の活躍について 

・ 協議会メンバーの紹介で、この夏、岩手県のグローバルキャンプ（外国人が一堂に会

しての交流事業）に２名の生徒が積極的に参加してくれた。大変好評だったので、次年

度以降も生徒を参加させたい。 

・ 御嵩町教育委員会とタイアップして夏休みに小学生との英語交流（サマーワーク）を

行ったところ、外国人生徒が大活躍してくれた。 

・ 外国人無しでは日本の社会は成り立たなくなる時代になっていくのではないか。企業

の中のリーダーとして、また、外国人と日本人を繋ぐパイプ役として、外国人生徒の活

躍に期待したい。 

 

４ 小規模高校のメリットについて 

・ 先生方が生徒に寄り添って指導されているところが素晴らしい。社会に出ても学ぶ姿

勢をもち続け、耐えること、辛抱することができる人材を育ててほしい。 

・ 生徒一人一人へのきめ細かな対応により、自己肯定感が養われるとともに、仲間への

信頼感も生じ、相手の目を見て話を聞くことができるようになった生徒が多数を占めて

いるように感じる。 

 

５ 学校の活力と今後の取組について 

・ 公民館活動や地元の夏祭りを通じて、多数の生徒が積極的にボランティア活動をして

くれていることが、学校の活力に結び付き、地域の評判はかなり高くなっている。 

・ 学校は非常に落ち着いていて、生徒は授業に集中して臨んでいる。生徒たちの頑張り

を認め、外国人の多さ、ロボコン、御嵩町との連携、インクルーシブ教育など、東濃高

校の魅力を強化し、東濃高校をブランド化していくことが大切である。 

・ 企業の人材不足と生徒のニーズをうまくマッチングさせる取組が期待される。 

・ 生徒の活躍や学校の勢いを大いにアピールすることで、学校はより一層よい方向に変

わるに違いない。 

 
 


